
発行京都府宇治市

傘混声
Ｉ
Ｉ
／7

電ＩＳ（0774）22－3141

編集一広報課

●毎ｎ1日・11日・21日発行

平成3年

（199ト年）

第923号
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生け垣設置・記念植樹・プランター貸し出しの3事業

緑
豊
か
な
ま
ち
づ
ぐ
り
を
目
指
し
て

φφφ＾φ曲曲

街
角
の
緑
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
潤
い
と
安
ら
ぎ
を
与
え

て
く
れ
ま
す
。
働
宇
治
市
公
園
公
社
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

共
に
緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
、
「
生
垣

設
置
奨
励
事
業
」
「
記
念
植
樹
事
業
」
「
プ
ラ
ン
タ
ー
貸
出
事
業
」

の
三
つ
の
緑
化
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

本
市
は
、
市
域
の
半
分
以
上
を

林
野
が
占
め
、
市
全
体
で
は
山
の

緑
が
豊
か
に
残
っ
て
い
る
と
言
え

東
丿
。
し
妬
し
、
市
街
地
で
は
宅

地
開
発
が
進
み
、
緑
が
失
わ
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
。
緑
豊
か
な
潤
い
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

’
に
は
、
残
さ
れ
た
緑
を
保
全
す
る

だ
け
で
な
く
、
積
極
的
に
緑
化
に

取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。そ
の
た
め
、
市
で
は
、
民
有
地

を
は
Ｉ
の
と
す
る
市
街
地
の
緑
化

を
推
進
す
る
目
的
で
、
昭
和
六
十

三
年
に
翻
市
公
園
公
社
を
設
立
す

る
と
と
も
に
、
。
都
市
緑
化
基
金
制

度
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

都
市
緑
化
基
金
は
、
昭
和
六
十

三
年
度
を
初
年
度
と
し
て
、
十
年

間
で
二
億
円
を
目
標
に
、
市
民
の

皆
さ
ん
や
企
業
か
ら
の
寄
付
金
と

市
か
ら
の
補
助
金
を
積
み
立
て
、

市
民
の
生
涯
学
習
推
進
の
担
い
手

こ
の
程
、
平
成
三
・
四
年
度

の
社
会
教
育
委
員
、
公
民
館
運

営
審
議
心
一
委
員
、
図
書
館
協
議

会
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

社
会
教
育
委
員
は
、
社
会
教

育
に
つ
い
て
の
計
画
立
案
を
は

じ
の
、
教
育
委
員
会
の
諮
問
に

5
じ
て
意
見
か
述
べ
た
り
、
委

嘱
か
受
け
た
事
項
に
つ
い
て
、

社
会
教
育
団
体
や
指
導
者
に
助

言
・
指
導
し
た
り
し
康
ｙ
。

公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
は
、

公
民
館
で
の
各
種
事
業
の
企
画

実
施
に
つ
い
て
、
調
査
・
審
議

し
未
了
。
ま
た
、
図
書
館
協
議

会
委
員
は
、
図
書
館
で
の
サ
ー

曲の曲吸曲＾の

そ
の
運
用
利
息
で
緑
を
守
り
育
て

て
い
く
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

を
進
め
て
い
こ
う
と
い
ら
も
の
で

す
。
そ
し
て
今
回
、
八
月
一
日
か

ら
次
の
三
つ
の
事
業
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

生
け
垣
を
つ
く
る
際
に
そ
の
費

用
を
助
成
す
る
「
生
垣
設
置
奨
励

事
芋
、
個
人
や
町
内
会
な
ど
が
そ

の
活
動
の
節
目
を
記
念
し
て
植
樹

す
る
場
合
に
樹
木
を
お
渡
1
2
す
る

「
記
念
植
樹
事
業
」
、
・
町
内
今
商

店
街
な
芦
示
道
路
に
面
し
た
住
宅

な
ど
の
庭
先
な
ど
登
化
で
飾
る
場

合
、
プ
ラ
ン
タ
ー
に
用
土
と
花
の

苗
を
付
け
て
貸
し
出
す
「
プ
ラ
ン

タ
ー
貸
出
事
芋
で
す
。

ま
ち
の
緑
は
、
ま
ず
あ
な
た
の

身
の
周
り
か
ら
。
こ
れ
ら
の
事
業

か
積
極
的
に
活
用
し
て
、
花
と
緑

の
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
孝
ま
し
ょ
う
。

重
男
。

〈
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
〉

ビ
ス
な
ど
に
つ
い
て
意
見
か
述

べ
康
司

委
員
の
皆
さ
ん
は
次
の
と
お

り
。
任
期
は
い
ず
れ
も
二
年
間

で
、
平
成
五
年
五
月
三
十
一
日

ま
で
で
す
。

○
＝
委
員
長
（
会
長
）
、
○
＝

職
務
代
理
。
（
敬
称
略
）

ｊ
Ｏ
栗
田
修
、
○
大
谷
郁
治
ス

フ

1
一
卜
・

作

釜
學
余
凭
屈
毒
ブ

伊
勢
村
紀
久
子
示
坂
恵
美
子
い

〈
社
会
教
育
委
員
〉
十

難
誰
雖
錆
Ｆ

縦
結
び
硝
詐
、

〈
図
一
ｔ
ｔ
Ｌ
〉

＼

隆
三
、
野
村
久
雄
、
青
山
一
雄
、
Ｏ
池
本
甫
、
2
呆
次
彦
、
．

飯
塚
久
子
、
今
西
常
泰
、
大
北

幸
平
・
、
寵
谷
真
智
子
、
栗
田
修
、

杉
本
厚
夫
、
森
居
研
治
、
山
西

佐
藤
雪
枝
、
福
山
一
・
’
男
、

桂
子
、
永
野
玲
子
、
磯
凪

移
業
の
あ
ら
ま
し

生
垣
設
置
奨
励
事
業

プ
ラ
ン
タ
ー
貸
出
事
業

〈
対
象
〉

市
内
に
居
住
し
、
そ
の
居
住

地
で
次
の
基
準
に
あ
て
は
ま
る

生
け
垣
を
新
た
に
設
け
る
か
、

既
存
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
を
生

け
垣
に
転
換
す
る
も
の
な
ど
。

‘
詳
し
く
は
、
㈱
市
公
園
公
社

事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
を
。

①
幅
員
4
メ
ー
ト
ル
以
上
の
道

路
に
面
す
る
敷
地
内
に
設
置

す
る
生
け
垣

②
生
け
垣
の
延
べ
の
長
さ
は
5

メ
ー
ト
ル
以
上

③
生
け
垣
の
植
栽
方
法
は
、
Ｉ

メ
ー
ト
ル
当
た
り
3
本
以
上

〈
助
成
金
の
額
》

生
け
垣
の
設
置
に
必
要
な
経

費
の
7
分
の
Ｉ
以
内
で
、
次
に

し
て
の
植
樹
。

〈
内
容
〉

個
人
に
は
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
（
高

さ
約
1
メ
ー
ト
ル
）
な
ど
の
樹

木
ト
本
を
配
布
。
地
域
団
体
に

は
、
広
場
な
ど
Ｉ
カ
所
に
つ
き

5
万
円
以
内
で
、
希
撃
右
樹

木
を
配
布
し
ま
す
。

㈲
平
成
3
年
4
月
1
日
以
降
に

結
婚
、
出
産
し
た
人
が
対
象
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
マ
ン
シ
ョ

ン
な
ど
に
住
な
人
に
は
、
鉢
植

え
に
し
て
育
て
ら
れ
る
樹
木
を

選
定
し
て
配
布
し
毒
了
。
な
お

配
布
の
時
期
は
、
9
月
末
ま
で

の
申
し
込
み
分
は
Ｈ
月
に
、
来

年
2
月
末
ま
で
の
申
し
込
み
分

〈
対
象
〉

プ
ラ
ン
タ
ー
に
花
の
苗
を
植

え
付
け
、
管
理
奪
Ｊ
年
以
上
継

続
で
き
る
、
町
内
酋
治
）
会
・

商
店
街
な
ど
の
地
域
団
体
。

〈
内
容
〉

貸
し
出
す
プ
ラ
ン
タ
ー
（
用

土
・
花
の
苗
も
併
せ
て
）
は
、
1

団
体
当
た
り
5
0
個
以
内
。
以
後
、

団
体
は
、
貸
与
さ
れ
た
プ
ラ
ン

タ
ー
に
年
―
回
程
度
、
花
の
苗

は
、
生
け
垣
の
延
長
Ｉ
メ
ー

ト
ル
当
た
り
6
0
0
0
円
で
、

総
額
6
万
円
以
内

②
生
け
垣
を
新
設
す
る
場
合
は
。

生
け
迫
一
の
延
長
Ｉ
メ
ー
ト
ル

当
た
り
5
0
0
0
円
で
、
総

額
5
万
円
以
内

㈲
工
事
は
必
ず
申
請
手
続
き
を

し
て
か
ら
。
里
箭
に
工
事
に

着
手
し
た
握
に
、
助
成
金
交
付

の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

8
月
1
日
俐
か
ら
。
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
え
、
剛
市

公
園
公
社
事
務
局
（
〒
6
0
五
ヶ
庄
三
番
割
〈
黄
蔡
体
育
館
内
〉
、

豊
3
3
・
4
0
0
1
）
へ
。
申
請
書
は
事
務
局
に
あ
り
ま
す
。

〈
対
象
〉

を
限
度
に
配
布
し
未
了
。

前売り券（全自由席）大人2500円

子ども1000円

（3歳～中学生）当日各300円増

ファミリーミュージカル　私のあしながおじさん

前売り券好評発売中

文化センター大ホール

時計店（伊勢田センター前）／小山瑞泉堂（西宇治

高校正門西）／うさぎ堂（近鉄小倉駅前）／あ1Ｓ．り

屋（横島紫ケ丘団地12筋目）／黄東薬局（宇治小学

校西）／手芸とカメラのマツモト御ｍ山ｍｉｓ街中

央）／宇治書店（宇治橋通り商店街）／西小倉コミ

ュニティセンター／富士書房（近鉄久津川駅Ｈｉ）

市
制
施
行
4
0
周
年
記
念

日
ソ
対
抗

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
試
合

女
子
宇
治
大
会

7月21日（日卜

＼つ午後Ｏ時半

太陽が丘体育館

問い合わせ・電話予約：固宇治市文化センター豊20－2111

千万1丿ダャ友ｍ－＾］発如しぶ∧ぅ………ご

｜瀕言無

万

万

発売

所

黄疑体育館、市役所市民体育課、
観光案内所（宇治橋西詰・近鉄大久

保駅）、太陽が丘売店

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
　
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆

1273

都市緑化基金事業を実施
社
会
教
育
委
員
な
ど
決
ま
る

申し込み問い合わ
せ 記

念
植
樹
事
業

8月9日（金）午後2時開演



宇治の歴史が2万年前にさかのぼることが判明

二子塚古墳から旧石器時代の石器が出土

市
教
育
委
員
会
で
は
五
月
か
ら
二
子
塚
古
墳
（
五
ヶ

庄
大
林
）
の
発
掘
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
調

査
で
、
二
万
年
前
の
旧
石
器
時
代
の
遺
物
二
点
が
出
土

し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
市
内
で
出
土
し
た
も
の
の
中
で

最
も
古
か
っ
た
の
は
、
一
万
年
前
の
繩
文
時
代
の
遺
物
。

今
回
の
発
見
で
、
宇
治
の
歴
史
が
さ
ら
に
一
万
年
も
さ

か
の
ぼ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
見
つ
か
っ
た
の
ば
、
ナ
イ

フ
形
石
器
と
、
石
器
を
作
る
際
に

で
き
る
は
く
片
（
薄
い
か
け
ら
）
で

チ
″
1
卜
製
の
も
の
の
計
二
点
。
『

こ
の
う
ち
ナ
イ
フ
形
石
器
は
黒

曜
石
で
で
き
て
お
り
、
石
の
色
や

透
明
度
な
芦
か
ら
信
州
産
の
黒
曜

石
か
便
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
作
り
方
に
つ
い
て
も
、

関
西
で
は
石
を
横
長
に
割
っ
た
旧

石
器
が
多
数
出
土
し
て
い
ま
す
が
、

こ
の
ナ
イ
フ
形
石
器
は
、
石
か
縦

長
に
割
る
、
関
東
や
中
部
地
方
か

ら
出
土
し
て
い
る
も
の
と
同
に
技

法
で
作
ら
れ
て
お
り
、
関
東
や
中

部
地
方
で
作
ら
れ
た
完
成
品
が
宇

治
ま
で
運
ば
れ
て
き
た
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
黒
曜
石
の
ナ
イ
フ

形
石
器
が
近
畿
で
出
土
し
た
の
は

初
め
て
の
こ
と
で
す
。

二
子
塚
古
墳
は
六
世
紀
前
半
に

造
ひ
れ
た
も
の
。
二
点
の
石
器
は

古
墳
の
盛
り
土
の
中
か
ら
見
つ
か
・

つ
て
お
り
、
古
墳
客
｀
る
際
に
近

く
か
ら
運
ん
で
き
た
土
の
中
に
交

じ
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
’

宇
治
市
内
で
は
、
旧
石
器
時
代

の
遺
物
が
出
土
し
た
の
は
初
め
て

こ
れ
で
、
宇
治
の
歴
史
が
約
二
万

年
前
に
ま
で
さ
か
の
ぽ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

現
地
説
明
会

7
月
1
3
日
出
午
後
2
時
～

形石器（長さ4．4ｃｍ、幅1．3ｃｍ、士厚

さ0．8ｃｍ〈下〉）と、はく片（長さ2．8

ｃｍ、幅1．5ｃｍ、’厚さ0．5ｃｍ）、

食
品
の
取
り
扱
い
に
気
を
付
け
て

9
月
3
0
日
ま
で
は
食
中
毒
注
意
報
の

発
令
期
間

九
月
三
十
日
ま
で
は
、
食
中

毒
注
意
報
の
発
令
期
間
で
す
。

食
忠
母
注
意
報
と
は
、
食
品

の
衛
生
管
理
か
呼
び
掛
け
、
食

忠
母
の
発
生
を
禾
然
に
防
ぐ
こ

と
を
目
的
と
す
る
も
の
。
食
中

毒
の
発
生
に
弔
す
い
気
象
条
件

の
日
に
府
が
発
令
し
、
四
十
八

時
間
継
続
し
栄
ｙ
。

注
意
報
が
発
令
さ
れ
た
と
き

に
は
、
次
の
方
法
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

山
市
役
所
と
保
健
所
に
「
食
中

毒
注
意
報
発
令
中
」
の
告
知

板
を
掲
げ
る
。

口
テ
レ
ビ
ー
ラ
ジ
オ
・
新
聞
な

ど
で
報
道
す
る
ほ
か
、
学
校

給
食
施
設
へ
も
府
か
ら
注
意

を
呼
び
掛
け
る
。

ま
た
、
食
堂
｀
に
か
か
ら
な

い
た
め
に
、
食
品
を
取
り
扱
5

と
き
に
は
次
の
こ
と
に
注
意
し

て
ぐ
だ
さ
い
。

▽
調
理
し
た
食
品
は
な
る
べ
く

早
く
食
べ
る
。

▽
冷
蔵
庫
を
過
信
し
な
い
。
庫

内
は
常
に
清
潔
に
し
、
庫
内

温
度
を
1
0
度
以
下
に
保
つ
。

▽
ま
な
板
・
包
丁
・
ふ
き
ん
な

ど
は
よ
く
洗
い
、
日
光
消
毒

を
頻
繁
に
行
う
。

▽
ネ
ズ
ミ
や
ゴ
キ
ブ
リ
を
駆
除

す
る
。

▽
手
指
に
傷
の
あ
る
人
は
、
で

き
る
だ
け
調
理
を
し
な
い
。

▽
用
便
後
や
調
理
前
・
食
前
に

は
、
丁
寧
に
手
を
洗
う
。

1274

正しく使って楽

しい花火花火による事故を防ごう

夏
の
夜
、
夕
涼
み
か
兼
ね
て

花
火
を
楽
し
む
に
ト
暗
や
み
に

Ｌ
瞬
光
の
花
を
咲
か
せ
る
花

火
は
、
風
情
た
っ
ぷ
り
の
夏
の

風
物
詩
。
に
茄
し
、
遊
び
方
や

取
り
扱
い
を
誤
る
と
、
火
災
や

や
吋
と
な
ど
、
思
わ
ぬ
事
故
の

原
因
と
な
り
ま
す
。
特
に
子
ど

も
だ
け
の
花
火
は
し
な
い
・
さ

せ
な
い
ぷ
つ
に
み
ん
な
で
注
意

し
、
事
故
が
起
こ
ら
な
い
ぷ
つ

に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

〈
取
り
扱
い
の

1
0
の
ポ
イ
ン
ト
〉

①
花
火
に
書
い
て
あ
る
遊
び
方

を
よ
く
読
ん
で
必
ず
守
り
ま

②
花
火
を
人
や
家
に
向
け
た
り
、

燃
え
や
す
い
物
が
あ
る
場
所

で
遊
ん
だ
り
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

③
風
の
強
い
と
き
は
、
花
火
遊

ニ④
水
を
入
れ
た
バ
ヶ
ツ
な
ど
を

用
意
し
、
使
っ
た
花
火
は
必

ず
水
に
っ
け
ま
し
ょ
九

⑤
子
ど
も
だ
け
て
さ
せ
な
い
で
、

大
人
と
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ

⑥
吹
き
出
し
、
打
ち
上
げ
な
ど

の
筒
物
花
火
は
、
途
中
で
火

が
消
え
て
も
筒
を
の
ぞ
か
な

い
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

⑦
一
度
に
た
く
さ
ん
の
花
火
に

火
を
付
け
な
い
よ
う
に
し
ま

⑧
花
火
を
ほ
ぐ
し
て
遊
ぶ
の
は

危
険
で
す
。
絶
対
に
や
め
ま

⑨
花
火
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
る

の
は
絶
対
に
や
め
ま
し
よ
う

○
正
し
い
位
置
に
点
火
し
ま
し

火
災
か
ら
ま
も
ろ
う
み
ん
な
の
文
化
財

文
化
財
　
夏
の
防
火
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

．
こ
の
季
節
、
暑
さ
か
ら
火
に

対
す
る
警
戒
心
が
薄
れ
、
火
災

の
多
発
が
予
想
さ
れ
毒
司

市
内
に
数
多
く
あ
る
歴
史
的

文
化
遺
産
で
あ
る
文
化
財
を

火
災
か
ら
寺
る
た
め
に
も
、
市

民
一
人
ひ
と
り
が
火
の
取
り
扱

い
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

消
防
本
部
で
は
、
七
月
十
五

日
㈲
か
ら
三
十
一
日
困
ま
で
、

次
の
推
進
目
標
を
掲
げ
て
「
夏

の
防
火
キ
々
ン
ペ
ー
ン
」
か
実

施
し
ま
す
。

①
社
寺
な
ど
へ
の
防
火
管
理
の

徹
底
強
化

②
参
拝
者
な
ど
へ
の
防
火
啓
発

活
動
推
進

③
社
寺
周
辺
住
民
な
ど
に
対
す

る
防
火
啓
も
う
・
啓
発
活
動

7
月
1
5
日
～
3
1
日

の
推
進
強
化

期
間
中
に
は
、
社
寺
な
ど
を

対
象
に
、
予
防
査
察
の
実
施
・
各

種
消
防
訓
練
の
実
施
と
指
導
‘

社
寺
境
内
で
の
防
火
対
策
奎
行

シ
と
と
も
に
、
周
辺
住
民
な
ど

を
対
象
に
、
防
火
座
談
会
の
開

催
・
チ
ラ
シ
な
ど
の
配
布
・
家

庭
を
訪
問
し
て
火
災
予
防
へ
の

協
力
か
呼
び
掛
け
る
な
ど
の
運

動
奎
展
開
し
毒
ｙ
。
ま
た
、
併

せ
て
、
社
寺
・
市
民
に
対
し
て

「
放
火
さ
れ
な
い
環
境
づ
く
り
」

の
推
進
指
導
を
行
い
ま
ず
。

期
間
中
に
限
ら
ヂ
、
火
災
予

防
に
関
す
る
こ
と
や
消
防
へ
の

相
談
は
、
最
寄
り
の
消
防
（
分
）

署
へ
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
鴛

市内に数多くある文化財を

火災から守りましょう

大
掃
除
を
し
よ
う市では、7月14日・21日・28日を大掃除の日と定めました

え
な
い
ゴ
ミ
は
次
回
の
定
期

収
集
日
に
、
決
め
ら
れ
た
場

所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
ゴ
ミ
は
で
き
る
だ
け
小
さ
く

ま
と
め
て
。
自
転
車
は
必
ず

ゴ
ミ
と
表
示
し
て
出
し
て
く

だ
さ
い
。
バ
イ
ク
ー
コ
ン
ク

リ
ー
ト
片
・
土
砂
類
・
Ｐ
Ｃ

Ｂ
除
去
の
「
検
査
証
」
の
な

い
テ
レ
ビ
ー
ク
ー
ラ
ー
・
電

子
レ
ン
ジ
と
、
営
業
上
の
ゴ

ミ
は
収
集
で
き
ま
せ
ん
。

▽
新
聞
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
は
、
市

の
古
紙
回
収
か
民
間
の
チ
リ

紙
交
換
を
利
用
し
ま
し
よ
う
。

ゴ
ミ
の
取
ひ
扱
い
な
ど
に
関

す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
清
掃
事

務
所
（
内
線
3
1
6
～
3
1
8
）

へ
。

こ
の
マ
ー
ク
に
注
目
！

自転車放置禁止区域に

看板を設

置 市
で
は
今
年
四
月
か
ら
、
「
自

転
車
の
駐
車
秩
序
の
確
立
に
関
す

る
条
例
」
を
施
行
し
て
ぃ
束
ふ
、

こ
の
度
、
自
転
車
放
置
禁
止
区
域

に
看
板
を
設
置
し
ま
し
た
。

こ
の
看
板
の
周
辺
に
放
置
さ
れ

て
い
る
自
転
車
は
、
十
月
一
日
㈹

か
ら
は
強
制
撤
去
し
未
ｙ
。

ま
た
、
バ
イ
ク
に
つ
い
て
は
こ

れ
ま
1
と
お
り
、
警
察
に
よ
る
駐

車
違
反
が
適
用
さ
れ
未
了
。

自
転
車
や
バ
イ
ク
の
放
置
は
み

ん
な
の
迷
惑
。
駐
輪
場
を
莉
用
し

ま
し
ょ
う
。

ＪＲ木幡駅周辺

ＪＲ・京阪黄檗駅周辺

京阪三室戸駅周辺

ＪＲ宇治駅周辺

近鉄小倉駅西側周辺近鉄伊勢田駅周辺近鉄大久保駅周辺

最
近
。
家
族
み
ん
な
で
「
大

掃
除
」
を
ず
る
こ
と
は
少
な
く

‐
－
－
‐
－
－
‐
ｔ
ｉ
て
’
こ
。

し
か
し
、
日
ご
ろ
は
目
が
行

き
届
か
な
い
と
こ
ろ
を
掃
除
し
、

夏
の
太
陽
の
下
で
畳
を
干
せ
ば
、

家
ダ
ニ
や
害
虫
の
発
生
も
予
防

で
き
、
清
潔
で
快
適
な
生
活
環

境
を
つ
く
る
こ
と
が
で
康
ま
す
。

市
で
は
、
今
年
の
「
大
掃
除

の
日
」
を
七
月
十
四
日
・
二
十
一

日
・
二
十
八
日
の
日
曜
日
に
定

め
、
各
家
庭
で
大
掃
除
を
さ
れ

る
こ
と
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

こ
の
三
日
間
の
う
ち
都
合
の
良

い
日
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

〈
ゴ
ミ
の
出
し
方
〉

▽
燃
え
る
ゴ
ミ
は
大
掃
除
を
し

た
週
の
定
期
収
集
日
に
、
燃

自転車放置禁止区域

市宇治

宇治川花火大会

8月10日・宇治公園中の島

花火観覧・アトラクション入場券　発売中

自転車放置
禁止区域

トピックス



●
●
●
●
●
●
●
●
・
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

市
民
の
ひ
ろ
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福
祉

育
児
相
談

市
で
は
、
育
児
に
関
す
る
心
配

ご
と
や
悩
み
を
、
少
し
で
も
解
消

し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
育
児
相
談

奎
哭
施
。
乳
幼
児
の
し
つ
け
や
言

葉
・
健
康
な
ど
、
子
育
て
の
悩
み

育児相談の日程

に
つ
い
て
、
左
上
表
の
と
お
り
、

保
育
所
が
身
近
な
相
談
窓
口
と
な

っ
て
、
電
話
や
面
接
で
相
談
に
応

じ
て
い
圭
ｙ
。
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

在
宅
老
人

家
族
介
護
者
教
室

▼
と
き
…
7
月
2
0
日
出
、
午
後

2
時
～
ｔ
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
雲
崩

星
園
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
・
・
・
寝
た
き
征
老
人
訪
問
指

保育所名 電話相談日面接相談日

同胞電話44－3632月曜日～金曜日午前10時～午後3時

木幡登32－7123

毎週金曜日

午前10時

～正午

毎月第1金曜日

午前10時

．～午後4時

宇治Ｓ24－7551

小倉双葉園豊24－7552

北小倉合24－4113

消
費
者
コ
ー
ナ
ー

夏
休
み
を
間
近
に
控
え
、
街

に
は
、
旅
行
の
色
鮮
や
か
な
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
が
あ
ふ
れ
て
い
ま

す
。
最
近
は
、
交
通
機
関
や
ホ

テ
ル
な
ど
、
旅
行
業
者
が
出
発

か
ら
帰
着
ま
で
企
画
手
配
し
た
、

い
わ
ゆ
る
パ
？
ク
旅
行
が
主
流

と
な
っ
て
い
毒
了
。

旅
行
条
件
の
確
認
を

‘

パ
″
ク
旅
行
客
思
手
掛
か

り
は
、
パ
ン
フ
レ
″
ト
や
新
聞

の
広
告
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
「
パ

ン
フ
レ
″
ト
と
実
際
の
ホ
テ
ル

が
違
っ
て
い
た
」
’
な
ど
、
旅
行

業
者
へ
の
苦
情
や
ト
ラ
ブ
ル
が
、

最
近
目
立
っ
て
い
未
了
。
昨
年

六
月
に
は
、
公
正
取
引
委
員
会

が
、
大
手
旅
行
会
社
六
社
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
に
関
し
て
、
法
律

違
反
の
疑
い
で
排
除
命
令
を
出

し
て
い
ま
す
。

パ
″
ク
旅
行
の
料
金
は
、
シ

ー
ズ
ン
中
と
そ
れ
以
外
で
は
大

き
な
開
改
Ｉ
あ
江
手
か
、
出
ヽ

発
日
・
旅
行
日
数
・
行
き
先
が

ほ
ぽ
同
じ
な
ら
、
価
格
の
差
は

ホ
テ
ル
・
食
事
・
観
光
な
ど
、

提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
差
だ

と
考
え
て
い
い
で
し
ょ
う
。

導
制
度
に
つ
い
て
の
話
▼
講
師
・
：
高
齢
者
福
祉
課
職
員
▼
参
加
費
・
・
・
。
無
料
▼
送
迎
人
蕩
へ
の
送
迎
希
望
者
は
、
事
前
に
同
セ
ン
タ
よ
酋
2
3
・
6
1
1
5
）
に
連
絡
の
う
ぇ
、
午
後
Ｌ
時
4
5
分
京
阪
宇
治
駅
前
に
集
合
▼
問
い
合
わ
せ
・
：
同
セ
ン
タ
ー
へ
。
テ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス
卓
球
バ
レ
ー
教
室
、
▼
と
き
…
7
月
2
0
日
～
1
2
月
2
1

・－▲一卓球バレーのルールは簡単。みん

なでー緒に楽しみましょう

契
約
す
る
前
に
、
目
的
地
と

日
程
・
見
学
先
・
航
空
会
社
・

利
用
ホ
テ
ル
の
グ
レ
ー
ド
・
食

事
条
件
・
別
料
金
部
分
（
オ
プ

シ
ョ
ン
）
・
添
乗
員
の
有
無
な

Ｉ
極
よ
く
確
か
め
、
自
分
の
旅

行
目
的
と
合
っ
て
い
る
か
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
旅
行

条
件
書
や
約
款
を
、
し
っ
か
り

読
み
ま
し
ょ
う
。

解
約
は

1
ヵ
月
前
な
ら
無
料

ツ
ア
ー
に
参
加
す
る
こ
と
に

し
た
け
れ
ど
、
事
情
が
で
き
て

解
約
し
た
い
レ
レ
そ
ん
な
と
き

に
は
、
契
約
解
除
で
き
未
了
。

日
ま
で
の
毎
月
第
1
土
曜
日
、
6

回
。
午
後
1
時
～
ｔ
時
▼
と
こ
ろ

…
総
合
福
祉
会
館
▼
対
象
…
市
内

在
住
で
身
体
に
障
害
の
あ
る
人
▼

内
容
…
卓
球
バ
レ
ー
の
基
禾
・
ル

ー
ル
・
試
合
の
運
び
万
、
審
判
の

仕
方
な
ど
▼
参
加
費
・
：
無
料
▼
指

導
…
呉
竹
養
護
学
校
・
奥
田
信
一

さ
ん
▼
申
し
込
み
・
・
・
7
月
1
8
日
俐

ま
で
に
社
会
福
祉
協
議
会
（
登
2
2
・

5
6
5
0
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
2
3
・
0

8
5
7
）
へ
。

－
－
－
―
－
－
―
―
―
1
1
1
1
1
1
自
1
－
－
－
1
－
－
・
―
‐
―

自
―
―
－
－
―
自
－
1
1
自
－
1
1
1
1
1
1
Ｓ
Ｉ
Ｉ

し
込
み
…
市
民
体
育
課
（
内
線
4

7
8
）
へ
電
話
で
。

ト
レ
ー
ニ
ー
ン
グ
機
器
・

実
技
講
習
会

▼
と
き
…
7
月
2
7
日
出
、
午
後

Ｌ
時
と
3
時
半
の
2
回
▼
と
こ
ろ

・
：
黄
栗
体
育
館
▼
対
象
・
：
1
5
歳
以

上
の
人
（
中
学
生
は
不
可
）
▼
定
員

・
・
・
各
先
着
3
0
人
▼
費
用
…
1
0
0

0
円
（
要
印
鑑
）
▼
申
し
込
み
…
7

月
1
4
日
前
、
午
前
9
時
か
ら
同
体

育
館
（
酋
3
3
・
4
0
0
1
）
へ
。
顔

写
真
（
3
ぢ
×
2
・
5
り
）
が
必
要
。

七
月
一
日
付
市
政
だ
よ
り
の
第

二
面
「
親
子
サ
マ
ー
ク
ラ
ブ
」
の

講
師
・
山
代
谷
隆
さ
ん
の
字
が
違

っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
第
三
面

「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」
の
記
事

中
、
・
「
西
宇
治
中
学
校
体
育
館
」
は

「
西
小
倉
中
学
校
体
育
館
」
の
誤
り

で
す
。
訂
正
し
、
お
わ
び
し
毒
ｙ
。

市
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

セ
ン
タ
ー
を
、
八
月
三
十
一
日

出
ま
で
開
設
し
て
い
圭
ｙ
。
譲

っ
て
ほ
し
い
・
譲
り
た
い
品
物

が
あ
れ
ば
、
電
話
か
は
が
き
で

セ
ン
タ
ー
ま
で
登
録
鴛
現
在

登
録
さ
れ
て
い
る
主
な
品
物
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

が
ん
・
心
臓
病
・
脳
卒
中
な

ど
の
成
人
病
は
、
自
覚
症
状
の

な
い
ま
ま
、
徐
々
に
進
行
し
て

い
き
ま
す
。

市
で
は
、
成
人
病
を
早
期
に

発
見
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
健

康
を
守
る
た
め
、
基
本
健
康
診

査
と
子
宮
が
ん
検
診
を
実
施
し

譲
つ
て
ほ
し
い
・
譲
り
た
い
も
の
登
録
を

〈
譲
つ
て
ほ
し
い
〉

自
転
車
（
特
に
子
供
用
の
希

望
が
多
数
あ
り
毒
恚
、
ベ
ビ

ー
カ
ー
、
本
棚
、
べ
″
ド
、
応

接
セ
″
ト
、
ド
ラ
イ
ヤ
ー
、
洋

服
た
ん
す
、
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
、

掃
除
機
、
ワ
ー
プ
ロ
、
テ
レ
ビ
、

洗
濯
機
、
冷
蔵
庫
、
Ｃ
Ｄ
ラ
ジ

カ
セ
、
暖
房
器
、
ピ
ア
ノ
、
カ

ー
シ
ー
ト
、
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
、

レ
ジ
ャ
ー
用
大
型
タ
ン
ク
、
ア

イ
ス
ク
上
フ
ー
、
英
会
話
カ
ー

ド
、
学
習
ま
ん
が
本
「
日
本
の

歴
呂
・
「
世
界
の
歴
呂
、
ま

て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
、
健
康

を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

く
ら
屏
風
（
び
Ｉ
7
ぶ
）
、
健
康

器
具
、
製
図
板
、
は
し
ご
、
除
湿

器
、
ギ
タ
ー
ゾ
乙
・
1
べ
″
ド
、

籐
（
と
う
）
ご
ざ
、
剣
道
防
具
。

〈
譲
り
た
い
〉

シ
ン
グ
ル
ペ
″
ド
、
子
供
用

あ
ん
か
、
オ
ル
ガ
ン
、
ガ
ス
ス

ト
ー
ブ
、
乳
母
車
、
す
べ
り
台
、

ベ
ビ
ー

コ
ン
、
く
み
ひ
有
機
、
米
び
つ
、

ふ
す
圭
、
印
刷
機
、
ク
リ
ス
マ

ス
ッ
リ
ー
セ
″
ト
、
物
置
、
折

り
た
た
み
長
机
と
い
す
、
電
子

レ
ン
ジ
、
扇
風
機
。

歳
以
上
の
人
②
6
5
～
6
9
歳
で

医
療
受
給
者
証
か
痔
っ
て
い
る

人
③
生
活
保
護
世
帯
の
人

④
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
’

1275

ス
ポ
ー
ツ

－
1
1
1
－
1
1
1
1
1
－
－
―
－
－
1
1
－
¶
―
－
－
－
－
－
ｆ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

お
知
ら
せ

歯
の
教
室

▼
と
き
・
：
7
月
2
5
日
俐
、
午
後

1
時
～
4
時
▼
と
こ
ろ
…
宇
治
保

健
所
▼
内
容
…
幼
児
の
生
活
と
歯

・
幼
児
の
食
牛
吝
・
虫
歯
予
防
に

つ
い
て
、
歯
科
検
診
、
歯
の
磨
き

方
指
導
▼
対
象
・
・
・
2
～
ｙ
歳
の
幼

児
と
そ
の
保
護
者
▼
定
員
：
面
人

▼
参
加
費
・
：
無
料
▼
持
ち
物
・
：
母

子
手
帳
▼
申
し
込
み
…
宇
治
保
健

－
・
取
り
消
し
料
は
、
旅
行
条
件

書
に
記
載
さ
れ
た
条
件
に
よ
り

未
了
が
、
標
準
旅
行
約
款
で
は

左
表
の
ぶ
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
旅
行
開
始
前
で
あ
れ

ば
、
取
り
消
し
料
を
支
払
わ
ず

に
契
約
解
除
で
き
る
場
合
も
あ

り
未
了
。
配
偶
者
ま
た
は
一
親

期
待
を
裏
切
ら
れ
た
パ
ッ
ク
旅
行

行
っ
て
み
る
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
大
違
い

［
般
水
泳
教
室
一

▼
と
き
・
：
7
月
2
9
日
剛
～
8
月
・

5
日
興
（
日
曜
忿
除
く
）
、
7
回
。
。

午
後
6
時
～
8
時
▼
と
こ
ろ
…
西

宇
洽
公
園
プ
ー
ル
ｙ
対
象
…
市
内
・

在
住
・
在
勤
・
在
学
で
中
学
生
以

上
の
人
▼
定
員
・
：
先
着
5
0
人
▼
申

－
所
（
容
2
1
■
Ｃ
Ｍ
．
－
1
9
1
）
へ
電
話
で
。

自
衡
官
の
募
集

▼
種
別
・
受
け
付
け
・
対
隼
：

○
男
子
2
等
陸
士
・
海
士
・
空
士
－

9
月
3
0
日
側
ま
で
、
1
8
歳
以
上
2
7

歳
未
満
○
男
子
2
等
陸
士
・
海
幸

空
士
＝
9
月
5
日
㈲
～
4
年
1

月
中
旬
、
4
年
3
月
高
等
学
校
｛

卒
業
予
定
者
ｏ
男
子
航
空
学
生
＝

8
月
1
日
困
～
9
月
1
7
日
㈹
、
高

卒
兌
込
み
｝
2
0
歳
未
満
○
男
子
・

女
子
曹
候
補
士
ａ
Ｒ
月
1
日
困
～

9
月
1
7
日
㈹
、
高
本
（
見
込
み
）
2
7

歳
未
満
ｏ
男
子
・
女
子
一
般
曹
吟

等
の
親
族
が
死
亡
し
た
と
き
や
、

契
約
の
重
要
な
内
容
が
変
更
さ

れ
た
と
き
な
ど
で
す
。
。

な
お
、
ツ
ア
ー
の
申
し
込
み

を
電
話
で
し
た
だ
け
で
は
、
契

約
は
成
立
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

取
耳

国内パックツアー 海外パックツアー

●●●●●旅旅旅て旅て旅

行行行七行二行
開開開日開○開

始始始目始日始

後当日以日目日

に日の降の以の

解ま前前降前

除た日日日

すはかか

る無らら場連ささ

合絡かか不のの

参ぼぼ加っっ

●●●●旅連旅て旅て旅

行絡行二行三行

開不開○開○開

始参始日始日始

後加日目日目日

にの以の以の

解前降前降前

除々日日

す日かか

る以らら場降さ．さ

合まかか

たのの
はＩＳＩＳ

・無つつ

旅旅旅旅旅㎜㎜Ｉ／ミ／→行行行汀付

代代代代代金金金金金

ののののの

－
○五四三二

〇〇〇〇〇％％％％％

以以以ＶＩ以

内内内内内

旅旅旅旅行行行行

代代代代金金金金

のののの－

○五三二〇〇ヽ○○

％％％％以以以以

内内内内

日
㈹
、
高
卒
（
見
込
み
）
2
1
歳
未
満

ら
女
子
2
等
陸
士
・
海
士
・
空
士
＝

8
月
1
日
南
～
9
月
3
0
日
側
、
1
8

歳
以
上
2
7
歳
未
満
。

四
年
三
月
高
等
学
校
卒
業
予

定
者
の
受
け
付
け
と
試
験
期
日

は
、
以
上
の
こ
と
に
か
か
わ
ら
ず
、

文
部
・
労
働
両
省
か
ら
示
さ
れ
た

期
日
以
降
に
実
施
。
詳
し
ぐ
は
、

宇
治
募
集
事
務
所
（
容
4
4
・
7
1

、
3
9
）
か
市
役
所
企
画
管
理
部
総

務
課
（
内
線
4
3
2
）
へ
。

Ｏ
・
Ａ
講
座

城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

で
は
、
下
表
の
講
座
を
開
き
ま
す
。

申
し
込
み
は
、
同
セ
ン
タ
ー
（
萱

4
6
・
0
6
8
8
）
へ
。

ＯＡ講座の日程・内容

講座名 期間
曜

日
時間
回数

（回）

定員

（人）

受講

゛料（円）

パソコン（ロータス1－2－3

中級）
8／4～9／8日

9：30～
12：006 20

7．800

ワープロ

（初級）

8／1～

■8／22
月

木

18：30～
21：00
6 10 7，800

勤
労
者
住
宅
資
金
融
資
貸
付
利
率
な
ど
を
改
正

．
宇
治
市
勤
労
者
住
宅
資
金
融
資

制
度
は
、
市
内
在
住
の
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
皆
さ
ん
の
住
生
活
向
上
を

図
る
た
め
、
京
都
労
働
金
庫
と
協

力
し
て
、
『
住
宅
の
新
築
・
購
入
（
中

古
住
宅
・
マ
ン
シ
ョ
ン
を
含
む
）
・

増
改
築
・
修
繕
の
資
金
を
、
低
利

で
融
資
す
る
も
の
で
す
。

七
月
一
日
か
ら
、
こ
の
内
、
貸

付
年
利
率
と
債
務
保
証
が
、
次
の

と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

〈
年
利
率
〉
Ｏ
長
期
（
償
還
期
聞

か
1
0
年
を
超
え
る
も
の
Ｔ
5
・
9

％
（
従
来
は
5
・
7
％
）
○
短
期
（
償

還
期
間
が
1
0
年
以
内
の
も
の
）
9

6
・
Ｏ
％
（
同
、
5
・
8
％
）

〈
債
務
保
証
＞
従
来
は
、
機
関
保

証
か
導
作
保
証
人
か
の
選
択
で
し

た
が
、
改
正
に
よ
り
機
関
保
証
だ

け
と
な
り
、
連
帯
保
証
人
は
不
要

と
な
り
ま
し
た
（
共
有
名
義
、
収

入
合
算
の
場
合
は
必
要
で
す
）
。

そ
の
他
は
甕
旦
お
り
で
、
概

要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
’

〈
融
資
金
額
〉
Ｏ
新
築
・
庄
宅
購

入
玉
Ｊ
万
～
7
0
0
万
円
○
増
改

築
・
修
繕
よ
Ｊ
万
～
5
0
0
万
円

〈
所
得
制
限
〉
前
年
の
年
収
が
1

0
0
0
万
円
以
下

〈
担
保
〉
1
6
0
万
円
以
上
は
抵

当
権
設
定

〈
融
資
期
間
〉
○
無
担
保
よ

1
0
年
○
有
担
保
九

詳
と
は
商
工
観
光
課
労
政
係

丙
線
2
9
1
）
へ
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

れ
て
い
康
司
年
に
一
度
は
、

定
期
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

〈
実
施
期
限
〉
8
月
3
1
日
出

（
対
象
〉
3
0
歳
以
上
の
女
性

〈
受
診
方
法
〉
高
齢
者
福
祉
課
、

各
公
民
館
、
西
小
倉
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
受
診
票

を
持
っ
て
、
府
内
の
子
宮
が
ん

検
診
実
施
医
療
機
関
（
国
公
立

を
除
く
）
へ
（
は
が
き
で
の
申

し
込
み
も
受
け
付
け
ま
す
）
。
た

だ
し
、
検
診
料
免
除
要
件
の
あ

る
人
は
、
高
齢
者
福
祉
課
（
宇

治
琵
琶
3
3
、
内
線
3
6
0
）
へ

直
筆
か
は
が
き
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い

〈
検
診
料
〉
1
0
0
0
円
（
当

日
医
療
機
関
で
。
免
除
要
件
あ

り
）㈲

検
診
料
免
除
要
件
…
①
7
0

が
ん
以
外
の
成
人
病
の
予
防

を
目
的
と
し
て
実
施
。
尿
・
血

液
・
血
圧
な
ど
の
検
査
を
受
け

て
い
た
だ
章
柔
了
が
、
今
年
か

ら
は
血
液
検
査
か
禿
実
し
、
動

脈
硬
化
の
程
度
が
よ
り
詳
し
ぐ

ゎ
か
る
ぶ
っ
に
し
ま
し
た
。

〈
実
施
趾
限
〉
8
月
3
1
日
出

〈
対
象
〉
4
0
歳
以
上
の
市
民

〈
受
診
方
法
〉
健
康
手
帳
と
印

鑑
か
痔
っ
て
、
直
接
『
基
本
健

康
診
査
協
力
医
療
機
関
‘
の
ス

テ
ヱ

〈
費
用
〉
無
料
吊
が
9
3
5

1
円
の
全
額
を
負
担
』

㈲
健
康
手
帳
は
4
0
歳
以
上
の

市
民
に
無
料
で
お
渡
し
し
康
ｙ
。

高
齢
者
福
祉
課
窓
口
や
検
診
・

相
談
会
場
で
お
受
け
取
り
く
だ

さ
い
。

リ
サ
イ
ク
ル
情
報
セ
ン
タ
ー
開
設
中

健康チェックで安心な毎

日を

注意

リ
サ
イ

ク
ル
情

報
セ
ン

タ
ー
－
Ｃ
－
1
ｆ
ｆ
ｌ
ｒ
ｒ
ｎ
Ｔ
ｉ
ｉ
ｉ
1
1
＊
ｉ
≫
ｉ
＞
Ｉ
＾
1
ｉ
Ｔ
．
ｉ
ｏ
Ｍ
ｉ
ｌ
剽
副
題
固

訂
正
と
お
わ
び

基本健廉診・子宮がん検診実施中

子
宮
が
ん
検
診

基
本
健
康
診
査



一緒にやろう，‥

スポーツ少年団

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
来
年
で
発
足
二
十
五
周
年
を
迎
え
ま
す
。

設
立
目
的
は
「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
の
豊
か
な
人
間
教
育
」
で
す
。

各
団
と
も
今
、
地
域
に
根
差
し
た
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。
あ
な
た

も
入
団
し
て
み
ま
。
せ
ん
か
。

｜市

回

や
野
外
活
動
を
通
じ
て
青
少
年
の

健
全
な
育
成
を
図
ろ
シ
と
、
昭
和

四
十
二
年
十
月
に
晋
足
。
現
在
、

本
部
に
登
録
し
て
い
る
単
位
団
は

五
十
四
団
、
二
千
人
で
、
指
導
者

は
三
百
人
を
数
え
る
ま
で
に
な
り

ま
し
た
。

本
部
に
は
、
専
門
部
会
と
種
目

部
会
が
あ
り
、
専
門
部
会
に
は
指

導
者
研
修
部
会
、
母
集
団
育
成
部

会
、
企
画
広
報
部
会
と
、
活
発
な

団
活
動
を
図
る
た
め
に
昨
年
度
か

ら
新
た
に
設
け
ら
れ
た
り
Ｉ
ダ
ー

育
成
部
会
と
が
あ
り
ま
す
。

種
目
部
会
に
は
、
剣
道
、
サ
″

力
1
、
少
林
寺
拳
法
、
体
操
、
空

手
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
、
野
球
の
八
部
会
が
あ
っ
て
、

指
導
者
や
保
護
者
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
協
力
を
得
て
活
動
し
て
い
ま

す
。今

回
は
、
登
龍
館
空
手
ス
キ
・
Ｉ
’

ツ
少
年
団
を
訪
ね
て
、
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。
’

ト
「
エ
イ
ッ
／
」
と
気
合
を
込
め
て

今
こ
そ
ス
ポ
ー
ツ
を

登
龍
館
空
手
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
代
表
者
は
伊
藤
義
明
さ
ん
で
す
。

昭
和
五
十
一
年
か
公
海
者
と
し

て
活
躍
さ
れ
て
い
未
了
。

伊藤義明さん

ト
子
供
た
ち
に
い
つ
も
言
っ
て

い
る
こ
と
は
Ｉ

「
『
自
然
に
感
謝
』
『
物
に
感

。
ぎ
『
人
に
感
ぎ
す
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
『
ハ
イ
』
『
お
願
い

し
ま
す
』
『
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
か
と
い
う
言
葉
を
身
に
つ

け
る
こ
と
が
基
本
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

－
少
年
団
の
魅
力
は
Ｉ

「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
が
叫
ば
れ
て

い
車
ふ
、
家
庭
や
地
域
の
中
で

は
、
兄
弟
が
少
な
い
、
異
年
齢
集

団
と
の
触
れ
合
い
が
少
な
い
な
ど

の
状
況
が
あ
り
未
了
。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
、
小
さ

い
時
か
ら
団
活
動
を
通
じ
て
、
生

活
経
験
か
豊
か
に
す
る
こ
と
、
何

事
も
自
分
で
ゃ
る
こ
と
、
同
じ
目

的
を
も
っ
た
先
輩
や
後
輩
と
一
緒

に
汗
金
原
釜
｀
晴
ら
し
い
機
会

か
痔
っ
こ
と
が
出
来
康
ｙ
。
そ
の

こ
と
が
、
子
供
た
ち
の
将
来
の
生

活
に
必
ず
役
立
・
・
つ
て
い
る
と
感
じ

て
い
未
ｙ

こ
れ
ま
で
の
指
導
者
と
し
て
の

経
験
に
蔑
っ
い
た
お
話
で
し
た
。

「
ス
ポ
こ
砿
動
や
社
会
教
育

活
動
の
中
で
、
よ
り
良
い
人
間
関

係
が
出
来
て
く
る
・
・
・
」
と
の
伊
藤

さ
ん
の
言
葉
が
、
と
く
に
印
象
的

で
し
た
。

練
習
で
汗
び
っ
し
ょ
り
の
島
崎

了
一
君
墜
八
年
生
。
「
毎
週
二
回

練
習
し
て
ぃ
季
万
岳
生
の
四

月
か
ら
始
め
ま
し
た
が
、
体
も
強

く
な
っ
て
風
邪
叙
茄
な
ぐ
な
り

ま
し
た
」
、
四
年
生
の
野
元
塁
署

も
「
練
習
は
し
ん
ど
い
け
れ
ど
、

野元君（左）と島崎君（右）

が
ん
ば
っ
て
や
っ
て
い
ま
ず
。
八

月
に
錨
に
宿
や
全
国
大
会
が
あ
り
、

今
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
未
Ｊ

と
二
人
と
も
元
気
よ
く
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。
「
ハ
イ
、
こ
れ
か
ら

刄
ち
と
続
け
た
い
で
Ｊ
二
人

一
緒
に
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

◇

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
活
動
は
練

習
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
野
外
活

動
や
レ
ク
リ
干
‐
シ
ョ
ン
、
文
化
・

襲
鸚
｀
で
重
要
な
内
容
で
す
。

宇
治
市
ス
ポ
ｒ
ツ
少
年
団
へ
の

入
団
な
ど
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ

せ
は
、
左
表
の
単
位
団
の
代
表
者

か
市
民
体
育
課
（
内
線
4
7
8
）
へ
。

（
市
民
体
育
課
）

ｆ
’
―
―
’
、
9
。
．
！
．
『
～
1
1
1
1
1
！
ｉ
Ｉ
！
．
―
ｉ
―
Ｉ
Ｉ
Ｉ
！
．
―
1
1
1
1
1
－
Ｉ
！

議
灘
繕
1
宇
治
八
心

弥
香
ち
ゃ
ん
の
作
品

一
募
が
あ
り
ま
し
た
。

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

宇治市スポーツ少年団単位団名簿（平成3年度登録）

種目 単位団名代表者名 住所 電話番号

空

手

城南 加藤吉辰 広野町寺山99－19 43－4715

剣

道

宇治 川島宗征 宇治蔭山59－106 22－4093 登龍館 伊藤義明
木幡赤塚8登り助育センター内

32－2443

東宇治 平尾高良 広野町茶屋裏2－4 43－9058 同志館 小泉喜英 開町36－1 41－7554

神修館 角田将郎 伊勢田町中山78 41－7557 向陵学園

（連絡先）

笠嶋教瑞

木村敬栄

小倉町中畑53

小倉町東山5－14

24－0821

23－6544
栗隈 井上陽男 広野町西裏6 41－7583

ソ

フト

ボ

｜ル

リトルサーバルズ奥野賢二 菟道車田5－6 22－7937
神明 亀山弘彦 神明宮北70－49 23－5327

宇治メツツ 木原清朝 伊勢田町新中ノ荒Ｏ－1144－2014
禰島 波多野幸雄横島町十－95－18・22－0345

神明
シスターズ 荒木伸行 開町47－8 43－7940

ＹＭＢＡ
（連絡先）

村瀬玄鼎
後藤浩

五ヶ庄三番割35

剛青少年文化研修道場内

木幡御園20－132

32－1355

32－1398
バレ

｜ボ

｜ル

菟二小 中渾種男 宇治野神1－76 22－7121

登龍館 窪田耕治 五ヶ庄京大職員宿舎1－36 31－8919 岡屋 八田好枝 五ヶ庄寺界道33－231－8680

向陵 大滝陽一 伊勢田町中山85－1544－9003
横島ジュニア

辻繁喜 槙島町幡貫39－6 22－0225

北辰館 宇田辰雄 横島町北内49－18 23－5785 大開 東田滋 神明宮東23－82 24－1879

堀池剣道新村政治 宇治大谷33－38 23－6341篇 リトミック木幡堀井洋子 木幡北山畑24－1堀井スタジオ32－0774

サ

．ツ

力

｜

菟道 江口修身 横島町大川原64－223－9784

野

球

西小倉オークス北村輝男 小倉町南浦98－13 23－7609

神明 脇田利夫 神明宮北31－1 43－808 岡屋 村田，幸巧木幡南山85－36 32－2274

横島 小倉昌孝 小倉町新田島21－2キングキャッスル内22－4843
宇治コンドル

平田雅彦 宇治若森28 22－7605

三室戸 田村昭治 明星町2丁・目11－4723－1453 大開 武藤隆志 広野町小根尾147－1123－6192

巨椋ボンバーズ
和田義孝 小倉町西浦52－11 23－5674 神明 古谷光男 神明石塚21－13 22－0954

鳳凰 山田洋司 宇治蓮華95 21－2901 サクセス大崎迪 伏見区納所下野1納所団地15－406
（075）631－6055

ＦＣ小倉久保田馨 小倉町老ノ木43－423－8319
伊勢田ファイターズ

福田八惣－伊勢田町若林57 43－3588

ＦＣ北横島西村昭 伏見区向島ニノ丸町1－2－1105
（075）602－4835 三室戸パイレーツ

百武征也 明星町3丁目6－19623－8072

伊勢田 上嶋光男 伊勢田町中ン田31－343－6934 西大久保上田明美 大久保町旦椋14－6743－5491

御蔵山

グーニーズ

（事務局）

小田智子

松木明

木幡平尾28－154

横島町吹前130－45

32－6595

22－8787

西小倉ＳＢＣ倉光延好 伊勢田町遊田12－7820－0415

御蔵‘山小松玄澄｀ 木幡御蔵山39－3 31－8041

少

林

寺

拳

法

宇治岡屋辻崎竹彦 五ヶ庄北ノ庄33－6232－9579 北槙島 大石賢一ｊ伊勢田町井尻69－1444－7450

宇治木幡岩脇武治 木幡北山畑19－13 33－0677
槙島ローレノレ

前田金次 横島町大町34 23－4191

宇治西 足達靖彦 八幡市男山八望ｌＣ－6－303
（075）983－1967 宇治‘コメット

村東忠世 開町6－5 43－5189

宇治 野津敏明 木幡南端53－9 32－6997
南部ジヤガーズ

峙守彦 五ヶ庄福角45－52 32－2159

三室戸 周川文雄 菟道只川50－1 21－3159 西小倉野球 長谷川清 小倉町蓮池109－7 22－2120

一一一一一一一一一一一一一一

応
募
作
品
は
、
今
年
四
月
中

旬
か
互
八
月
上
旬
ま
で
に
、
宇

治
市
の
自
然
や
文
化
財
を
テ
ー

マ
に
描
か
れ
た
も
の
で
、
い
ず

れ
も
力
作
ぞ
ろ
い
で
し
た
。

審
査
の
結
果
、
個
人
の
部
で

推
薦
十
一
点
、
特
選
二
百
十
九

点
、
入
選
千
百
二
十
七
点
、
奨

励
賞
十
点
が
、
団
体
の
部
で
学

校
賞
一
校
、
学
校
奨
励
賞
十
校

が
入
賞
し
ま
し
た
。

表
彰
式
は
、
七
月
十
三
日
出
、

午
後
三
時
か
ら
産
業
会
館
で
開

催
。
当
日
は
同
会
館
で
、
特
選

以
上
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

主
な
入
賞
者
の
皆
さ
ん
は
次

の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

－
個
人
の
部
－

《
推
薦
）

○
朝
日
新
聞
社
賞

橋
本
慧
（
南
部
小
）

○
宇
治
市
長
賞

太
田
佐
弥
香
（
宇
治
幼
）
、

西
谷
有
由
（
宇
治
田
原
小
）
、

岸
田
真
悟
（
菟
道
第
二
小
）
、

鈴
木
恵
（
西
犬
久
保
小
）
、

武
藤
温
子
（
宇
治
小
）
、

猪
川
浩
嗣
（
神
明
小
）
、

瀬
野
ゆ
か
り
（
寺
田
南
小
）
、

大
和
田
瞳
采
幡
中
）
、

ト
朝
日
新
聞
社
賞

橋
本
慧
さ
ん
の
作
温

″
｀
Ｉ
Ｉ
、
1
1
4
1
一
！
！
！
！
！

糸
川
依
里
（
久
御
山
中
）
、

青
木
幹
人
（
宇
治
中
）

－
団
体
の
部
－

○
学
校
賞
・
朝

日
新
聞
社
賞

大
開
小
学
校

○
学
校
奨
励
賞

・
宇
治
市
長

賞宇
治
中
学
校
、

菟
道
第
二
小

学
校
、
神
明

小
学
校
、
久

御
山
中
学
校
、

寺
田
南
小
学

校
、
横
島
小

学
校
、
南
部

小
学
校
、
大

久
保
小
学
校

？

？

”・〃〃〃Ｊ

○
学
校
奨
励
賞
・
京
阪
電
気

鉄
道
㈱
賞
・

西
小
倉
小
学
校

Ｏ
学
校
奨
励
賞
・
鼎
京
都
府

観
光
連
盟
賞

石
山
小
学
校

入
賞
作
品
を
展
示

7
月
1
9
日
か
ら

観
光
セ
ン
タ
ー
で

特
選
以
上
の
入
賞
作
品
を
次

の
日
程
で
展
示
し
康
ｙ
。
ご
家

族
お
そ
る
い
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

な
お
、
推
薦
作
品
は
全
期
間

中
展
示
し
毒
1
。

展示期間 作品 時間 会場

7／19（金■）～7／31休
幼児、小学1～3年生
奨励賞

午前

午9後時

り時

ぶ2観尤階光

仁
8／2座ト8／14困 小学4～6年生

8／16剛～8／28團 中学生

一一一一一一一一一
一一一一一一

－一一

訟
工
観
光
課

ｙ

一

！
！
！
ｌ
ｔ

1276

第41回宇治川写生大会

11点が推薦に

元
気
い
っ
ぱ
い
の

子
供
た
ち
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